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関係するデータセットを探し出し
相関を調べる 

既知の相関から導き出
されるデータを検索 

相関性のモデ
ル化と修正 

相関性を検証する
ためのデータセット

を作成 

データセットを解析
し様々な観点から
相関性を発見 



分野横断相関検索(NICT Cross-DB Search) 

 

• 様々な分野の情報資産から相関のあるデータセットを“横串し”検索 

時刻 

緯度 経度 

ある出来事の時間・
空間的な周辺で発生 

時空間相関 

事実関係から判明し
た因果関係など 

オントロジ相関 

Harvester 

メタデータ索引 
メタデータ収集 

情報資産 

• 25サイト40分野113万件のデータを索引付
け （2013年10月時点） 

‒ 各種情報資産から検索用のメタデータ
を抽出し収集 (harvester) 
書誌情報、地理範囲、時間範囲、説明文、データ属
性（属性名、データ型、値範囲等）、データサイテー
ション（引用情報）等 
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Earth Science
Life Sciences
Oceanography
BioScience
Computer Science
Space Science
Social Science
Economics
Geography
Environmental Studies
Sociology
Statistics
Mathematics
System Science
Cultural and ethnic studies
Geomagnetism
Area studies
Ecology
Geoinformatics
Natural resources
Agriculture
Aging
Criminal justice
Demography
Education

よく一緒に引用・参照
されている 

参照相関 

複合相関検索 
《分野別の内訳》 

文書 データ 
Data citation 



       

Cross-DB Searchの検索結果例 

B. 相関の低い 
データセットを排除 

クエリにヒットし
たデータセット

R 
（ベースライン） 

Cross-DB Searchの
検索結果R’ 
(R’ = R + A – B) 

追加されたデータセットの例 

A. 相関の高い 
データセットを追加 

     例）クエリ：北半球の “ice sheet” 

 

オントロジ相関 

時間相関 

地理空間相関 

時空間的かつ概念的に相関の高いデータ
セットを優先的に検索結果に入れる 

クエリ: pollution 

データ 
サイテーション 
関係の可視化 

直接クエリにヒッ
トしなくても、クエ
リに関する数多く
のcitationを集め

ているデータを
検索結果に追加 
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Cross-DB Searchの検索結果例 (2) 

2013/8/15 (C) NICT 
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クエリにヒットするデータを起
点に、周辺の地域・時間・概念
のデータを芋づる式に発見 

• Air pollution (particles) data 
• Aerosol data 
• Disease observation data 
• Virus observation data 

（地理）空間相関 

時間相関 

概念相関 

E.g.) Query： PM2.5 effect 

複合相関検索 
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Data Citation利活用技術の研究 
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WDS分野横断相関検
索 への応用 

テキスト属性 データ属性 

時間・場所、観測対象、
作成者、特異値など 

タイトル、トピック、
キーワード、など 

参照元テキストと参照先データの典型的な
組み合わせを発見する方式を実装 

オンラインジャーナルやWeb記事から
のdata citationを協調編集するData 
Citation Wikiシステムを開発  Data citation 

アーカイブ 

周辺のデータ（時空間相関）
や概念的につながりのある
データ（オントロジ相関）に加
え、一緒に使われることが多
いデータ（参照相関）を芋づ
る式に検索 

参照相関
ルール群 

58万件規模のアーカ
イブを構築 

Data citationの編集 

Data citationの収集 

Pangaea (地球環境
データ）やICPSR（社
会科学データ）を中心
にdata citationを
harvesting 

検索 

分析 編集 

参照相関マイニング 

収集 
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Data Citationに基づく参照相関の例 (2) 
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Sedimentation rates calculated on surface 
sediment samples from different site of the 

Atlantic and Pacific Oceans, 1991. 

Data collected from 1963 ~ 
1981 all over the world 

Created by 
Wallace Smith Broecker  
(1931 - ) 

This is  
an authoritative data 
cited by wide variety 

of documents... 

テキスト属性 データ属性 → 
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北極域環境計測データネットワークシステム SALMON 
  System for ALaska (Arctic) Middle atmosphere Observation data Network 
 
環境計測データネットワーク科学アプリケーションシステム 
  (Scientific AppLication system for Atmospheric MOnitoring data Network) 

【データ取得機能】 

国内外サイトからの自動データ取得
（アラスカ、沖縄、稚内、小金井） 

【データ表示・公開機能】 
Webの簡易解析表示機能 
【利活用】 
風測定データ気象庁配信、 
     毎日の気象予報に利用 
オーロラライブ（2007年文部科学大臣
表彰受賞） 

沖縄電磁波技術センター 

稚内大気レーダー施設 
アラスカ大学 

（University of Alaska, Fairbanks） 

気象庁 

小金井 本所 オーロラ画像 
風・気温データ 
大気中化学物質データ 
等 

風データ 
（対流圏、中間圏）等 

風データ 
海流データ 
降水データ 
等 

風データ 
（サロベツ、 
 小金井、沖縄） 

毎日の気象予報
に利用 

IUGONETとのメタデータ交換 

NICT大気観測とデータベース 



Copyright 2012 FUJITSU FIP LIMITED 

潜在的対象データの概要 
（これまでは原則、共同研究ベースで公開；PIによって異なる。 

⇒できるだけフリーオープンにしていきたい。） 
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観測地点 観測装置名 観測期間 

アラスカ イメージング・リオメータ 1995 ～ 1999 

ミリ波ラジオメータ 1999，2003 ～ 2006 

レイリーデータ 1997 ～ 2005 

多波長ライダー 2003 ～ 2006 

ファブリ・ペロー干渉計 2000 ～ 2009 

分反射レーダ 
(FCAWind / METWind / 
DAE※1) 

1998 ～ 現在 

FTIR 2007 ～ 2011 

大気光イメージャー 2000 ～ 2007 

オーロラウェブカメラ 2004 ～ 現在 

HFレーダ 2004 ～ 2007 

稚内 分反射レーダ 
(FCAWind  / DAE※1) 

1996 ～ 現在 

VHF 2001 ～ 現在 

山川 分反射レーダ 
(FCAWind  / DAE※1) 

1998 ～ 2008 

観測地点 観測装置名 観測期間 

沖縄 
(亜熱帯） 

400MHｚWPR 2003 ～ 現在 

遠距離海洋レーダ (LROR) 2002 ～ 2010 

地上気象測器 (MOS) 2003 ～ 現在 

沖縄偏波降雨レーダ 
(COBRA) 

2003 ～ 2004 

ドップラソーダ (DS) 2001 

小金井 
（都市環
境） 

シーロメータ 2003 ～ 現在 

水蒸気ラジオメータ 2004 ～ 2008 

1.3GHｚ ウィンドプロファイラ 1993 ～ 2006 

1.3GHz ウィンドプロファイラ  
(LQ-4) 

2011～ 現在 

UV放射計 2003 ～ 2008 

地上気象測器 2007 ～ 2011 

全天カメラ 2010 ～ 現在 

放射収支計 2010 ～ 現在 

気象観測装置（鉄塔上段） 2010 ～ 現在 

気象観測装置（鉄塔中段） 2010 ～ 現在 

気象観測装置（鉄塔下段） 2010 ～ 現在 

超音波風速計 2010 ～ 現在 
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上記 赤枠分を登録：30万件（133万件） 

中 



IUGONET／UDASでのデータプロット・解析： 
超高層大気観測と全地球気象データ 

U(東西風） 

アラスカ上空のMFレーダー＋MERRA 

T（気温） 
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• UDAS上でのMF
レーダー、気象デー
タの処理モジュー
ルを開発 

• 図は、2006年2月の

成層圏突然昇温の
例。 

• 中間圏観測レー
ダーでツールを共
通化 
世界中のレー

ダーデータで全球
解析。 


